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改訂第2版の発行にあたり

　本マニュアルの改訂版に相当する『食品微生物検査マニュ
アル《新版》』は、平成14（2002）年に刊行されました。お
蔭さまで各方面の好評を博し、これまでに5,500部が関係
者のお手元に届き、日常の検査業務のお役に立っているこ
とに改めて感謝申し上げます。
　その後、 今日まで7年を経過し、 食品の微生物学的品質
管理と検査を取り巻く情勢も変化しました。平成15（2003）
年に食品安全基本法が公布され、国民の健康保護を最優
先とし、科学的なリスク分析を導入した新しい食品安全行
政がスタートしました。現在の日本における食品の安全性は
全般に良好なレベルに保たれていることは間違いありませんが、
食品表示の偽装など、消費者の信頼を損なう不祥事が頻
発し、食品の安全に対する消費者の関心がますます高まっ
ています。食品産業に携わるものは、「食品の安全性」が
企業活動の根幹をなす最重要課題と受け止めて、その社
会的責任を全うしなければなりません。安全な食品を提供
するための合理的な品質管理方式として、一般的衛生管
理プログラム（国際食品規格委員会が示した食品衛生の一
般的原則）を基礎とするHACCPシステムは普及しています
が、平成17（2005）年にはHACCPに経営的手法をミック
スしたISO22000（食品安全マネジメントシステム）も発行され、
安全管理手法は整備されてきました。
　食品の危害や品質劣化の大部分は、微生物が原因となっ
ています。昨今の食中毒の発生状況を見るとサルモネラ、

腸炎ビブリオ、ウェルシュ菌などによる細菌性食中毒が依然
として広範囲に発生していますが、そのなかで腸管出血性
大腸菌、カンピロバクターなど、少数の菌数で発症する感
染型食中毒が多発していることは、食品の衛生管理上、
注意を要します。また、食中毒の病因物質としてウイルスの
占める比率が高まり、特にノロウイルスによる集団発生例が
増加しました。ノロウイルスもごく少量の感染で発症するため、
食品への付着や生活環境への拡散を防ぐことが肝要です。
そのため、食品は原材料から製造・加工、貯蔵、流通、
調理、消費に至るまで、一貫した的確な微生物制御が必
要であり、また食品およびそれを取り巻く環境中の微生物を
検査し、食品の安全性を科学的に管理しなければなりません。
　食品微生物管理のための検査手法については、時代の
要請に応じて急速な進歩を遂げました。公定検査法の充実
と並んで、食品微生物検査の簡易化、迅速化の技法が多
数開発され、検査用培地や器具が改善されました。また、
目標とする特定の衛生微生物の特異的かつ迅速な検出手
法が開発されつつあり、その効率的利用が望まれます。
　本マニュアルの改訂第2版は、平成14（2002）年発行の
《新版》の構成を基本的に受け継ぎ、各章の内容を最新化
したものです。前版と同様に、検査の手法や手順をフロー
チャートにするとともに、図表や写真を豊富に使い、初心者
の方々にも分かりやすくすることを第一に心がけました。本
書が関係各方面で広く活用されることを念願します。　

監修  森地敏樹（元）日本大学生物資源科学部教授
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